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報道関係者 各位 

 

広報室長 麻生 文喜 

 

議決を受けた市長コメントについて 

 

 本日、9月市議会定例会において、パワーハラスメントに関する発議第 27号、発議第 28号の議

決を受け、下記のとおり市長コメントを発表しましたので、お知らせします。 

 

記 

 

パワーハラスメントはあってはならないものという考えは一致したものの、自らの調査を放棄し

た議会の判断は、非常に残念でなりません。パワーハラスメントは個人の尊厳と人格を不当に侵

害する行為で断じて許すことはできません。市民生活のため、日々奮闘している市職員を守るた

めに、今後、厳正で公正な調査により、事実が明らかになるよう対応を検討してまいります。 

本市議会の運営にあたり議員と理事者が真摯に向き合い、礼節を重んじた素晴らしい伝統が

あると承知しておりますが、その良き伝統が揺らいでいると感じています。 

根拠が不明である発言や事実に基づかない発言、そればかりではなく個人のプライバシーに

係ることや、個人を攻撃する発言までも見受けられます。政局にすり替え、物事の本質から論点

をそらす言動が横行しています。 

今更申し上げるまでもなく、議場における発言は慎重のうえにも慎重を期すことが求められます。

議員の釈明でこの問題を決着させてはなりません。歴史と伝統のある市議会の秩序と品格が保

持されるよう強く要望してまいります。 

 

【お問い合わせ】 

広報広聴課長 日暮 真司 

電話 047-712-8632 

 


